
校長会資料（令和５年９月）

確かな学力の向上をめざして【９月】

ICTを効果的に活用し、児童生徒の資質・能力の育成を図る
～ICTの活用が現在どの段階か確認してみましょう～

ＳＡＭＲモデルとは、ＩＣＴの活用が、授業づくりにどのような影響を与えているかに
ついて段階的にその状況を示したものです。例えば、資料中のＳやＡの段階では、「教
師」が主語となって活用例が示されていますが、段階が進むにつれ、「子ども」が主語と
なっていき、授業や教育活動の中でＩＣＴの活用を子どもたちが適切に判断する学びへと
発展していくイメージを示しています。
ＩＣＴの「活用充実期」である令和５年度は、子どもが使い方や場面を「選ぶ」、教員
は子どもに使い方や場面を「託す」ことを目標としています。自校の活用状況を確認する
とともに、今後のＩＣＴ活用のあり方のイメージをもち、子どもたちの資質・能力の育成
に役立てていただきたいと思います。

【教育DX推進員のご紹介】
ご活用ください！

８月より中部教育局に大羽省吾教育DX推
進員が着任しました。ICTを活用した授業
づくり、校務改善などの情報提供や支援を
します。ご要望などありましたら、いつでもご
連絡ください。

TEL：０８５８－２３－３２５３

★教育ＤＸ推進員等による
巡回相談★

９月から１１月末にかけて教育DX推進員
が各学校を巡回訪問します。普段のICT活
用の様子や困りごと等について話をして、
ICT活用の支援をしていきます。日時が決
まり次第、訪問者が連絡します。

中部教育局

紙でも
できる活用

デジタルだから
こそできる！

子どもが端末
の活用を選択

実社会との
つながり

教師主導 学習者が主体

とっとり県版SAMRモデル
セイマー

SやA段階を充実させ
ることで、M段階を
目指しましょう！


